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牛乳乳製品は高齢者施設入居者の骨折を抑制する 

オーストラリアの新しい臨床試験で明らかに 

 

昨年 10 月 21 日、オーストラリアのメルボルン大学を中心とする研究チームが高齢者介護施設の入居

者を対象として実施した臨床試験で明らかになった牛乳乳製品の抗骨折効果に関する論文を発表した。

この研究発表の意義について、オーストラリアの酪農乳業団体であるデーリー・オーストラリアを始め、国

際酪農連盟などの組織がニュースリリースを行った。日本の新聞各紙などもこの研究結果を相次いで報

道したことから、目にされた方も多いのではと思う。この研究では、具体的には牛乳乳製品のどのような摂

取量や摂取方法によって抗骨折効果が確認できたのだろうか。本稿では、ニュースリリースで各組織が伝

えた内容に加え、論文の内容についても詳しく紹介したい。 

 

デーリー・オーストラリアのニュースリリース 

2021 年 10 月 21 日、研究チームの論文が

発表された同日にオーストラリアの酪農乳業

団体であるデーリー・オーストラリアが、公式ウ

ェブサイトで「牛乳乳製品は高齢者介護施設

の入居者の骨折を抑制することを新しい研究

が見出す」と題したニュースリリースを行い、こ

の論文の内容とその意義を以下のように伝え

た（*1）。 

高齢者介護施設の入居者が毎日の食事に

牛乳乳製品を取り入れることで、骨折や転倒

を減らすことができるという研究結果が、本日

発行のブリティッシュ・メディカル・ジャーナル

（British Medical Journal）誌に掲載された。 

メルボルン大学オースティン病院を中心に

行われたこの 2 年間の試験は、ビクトリア州の

60 の高齢者介護施設の 7195 人の入居者を

対象としたもので、牛乳乳製品によるカルシウ

ムとたんぱく質の補給が高齢者の骨折や転倒

のリスクに与える影響を検証した初めての試

験となった。 

高齢になると、慢性疾患、栄養不良、筋骨

格系の機能低下、虚弱体質、骨の脆弱化など

が増加し、転倒や骨折のリスクが高まり、それ

が継続的な障害や早期死亡につながる。 

股関節骨折の約 30％は高齢者介護施設の

入居者に発生しており、その約 3 分の 2 が栄

養不良状態または栄養不良リスクにある。 

一般的に高齢者の牛乳乳製品の摂取量は、

「オーストラリア人のための食生活指針」で推

奨されている量の半分よりも少なくなっている

が、これまでの臨床試験では、高齢者の食事

にビタミン Dやカルシウムの錠剤を補給するこ

とで骨量の減少を抑えるという薬理学的なア

プローチがとられていた。 

メルボルン大学オースティン病院のサンド

ラ・ユリアーノ博士は、国際的な共同研究チー

ムとともに、高齢者介護施設の入居者の通常

の食事に、カルシウムとたんぱく質を自然に多

く含む牛乳乳製品を追加した。 

その結果、牛乳乳製品の摂取量を 1日 2サ

ービング（提供の回数のこと）から 3.5サービン

グに増やすという単純な介入を行ったところ、

骨折や転倒が大幅に減少したことが明らかに

なった。 

「我々は、この問題を栄養学的なアプロー

チで調査したいと考えた。カルシウムとたんぱ

く質を豊富に含む牛乳、ヨーグルト、チーズを

摂取することで、骨量の減少が抑制されること

が知られている。今回のクラスター無作為化
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比較試験では、乳製品を追加摂取した入居

者では、腕足の筋肉が維持され、転倒も減少

した。これらの食品は、入手しやすく、口当た

りがよく、低コストで、毎日の食事メニューに組

み込むことができるため、高齢者の介護現場

でも達成可能な目標の一つだ」とユリアーノ博

士は述べた。 

この研究では、すべての骨折が 33％、股関

節骨折が 46％、転倒が 11％減少し、試験開

始後 3カ月から 5カ月の間に有意な減少が見

られた。 

ユリアーノ博士は、この試験の結果が、高齢

者介護分野における政策や優れた臨床実践

の改善に役立つことを期待している。 

ユリアーノ博士は、「高齢者の食生活に適

切な乳製品を提供することは、実証された介

入方法の一つであり、地域社会全体の骨折の

負荷を軽減するための賢明なアプローチだ」

と述べた。 

この研究は、デーリー・オーストラリアを含む

世界の 9 つの国際酪農組織と 3 つの慈善団

体からの助成金の支援を受けた。 

デーリー・オーストラリアの栄養士であるリブ

カ・ハリオノ博士は、「この臨床試験の結果は

明確であり、重要なことは高齢期に十分な量

の乳製品を摂取することが、骨と筋肉の健康

を守る上で重要な役割を果たすことを再確認

したことだ」と付け加えた。 

「また、牛乳、チーズ、ヨーグルトの摂取量

を増やすことで、高齢者介護施設の入居者の

栄養状態を改善することができる」とハリオノ博

士は述べた。 

 

国際酪農連盟のニュースリリース 

同じく 10 月 21 日、国際酪農連盟は公式ウ

ェブサイトで「新しい研究結果が骨折予防に

おける牛乳乳製品の重要性を示す」と題した

ニュースリリースを行い、臨床試験結果の概要

を以下のように伝えた（*2）。 

メルボルン大学オースティン病院の研究者

が中心となって行った骨折に対する臨床試験

では、高齢者施設で提供される食事が入居者

の健康にどのような影響を与えるかを調査した。

60の高齢者施設と 7000人以上の入居者が 2

年間の研究に参加し、半数の施設では通常

の食事メニューを継続し、残りの半数の施設

では乳製品（牛乳、チーズ、ヨーグルト、脱脂

粉乳）を 1日平均 2サービングから 3.5サービ

ングに増やされた。 

研究者たちは、この食事の変更により、以

下のような臨床的に重要な変化があったことを

発見した。 

・カルシウムとたんぱく質の摂取量の改善 

・全骨折が 33％減少 

・股関節骨折が 46％減少 

・転倒が 11％減少 

この介入試験は、安全性、有効性、アクセ

スしやすさ、嗜好性に優れていることを明らか

にしており、乳製品の提供が転倒や骨折に対

する効果的な解決策であることを示すエビデ

ンスを提供している。 

 

ブリティッシュ・メディカル・ジャーナル誌に

掲載された論文の内容 

2021 年 10 月 21 日、研究チームの論文は

「施設入居高齢者の股関節骨折及び転倒に

及ぼす食事性のカルシウム及びたんぱく質源

の影響：クラスター無作為化対照試験」と題し

てブリティッシュ・メディカル・ジャーナル誌に

掲載された（*3）。 

標題にあるクラスターとは、この試験では個

別の高齢者施設のことであり、牛乳乳製品に

よる介入を行う介入群あるいは介入を行わな

い対照群に無作為に割り付ける際の単位を意
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味する。つまり、施設ごとに対象となる入居者

のすべてが同一の群に割り付けられ、介入群

では給食スタッフが様々な介入方法で牛乳乳

製品の提供を増加させるように支援が行われ

た。 

論文では、カルシウムに加えてたんぱく質

の摂取量についても言及しており、高齢者、

特に栄養不良や虚弱のリスクがある高齢者に

おいて、たんぱく質の異化を防ぎ、筋肉量を

維持または増加させるためには、1～1.5 g/kg

体重/日のたんぱく質摂取が必要であるという

推奨量の考え方とともに牛乳乳製品からのた

んぱく質供給の意義を考察している。 

試験の目的、方法、結果は以下の通りであ

る。ここでは特に牛乳乳製品の摂取量や摂取

方法はどのようなものであったか、詳しくみて

みたい。 

 

目的 

施設に入居している高齢者で、ビタミンDは

充足しているが、カルシウムの平均摂取量が

600 mg/日で、かつたんぱく質の平均摂取量

が 1 g/kg 体重/日未満である者を対象に、栄

養学的介入の抗骨折効果と安全性を評価す

る。 

 

対象者数 

7195 人（4920 人（68％）が女性、平均年齢

86.0歳） 

 

介入方法 

乳製品の摂取量は、「オーストラリア人のた

めの食生活指針」に基づいて分類し、1 サー

ビングは牛乳 250 ml、ヨーグルト 200 g、チー

ズ 40 g とした。乳糖不耐と報告された少数の

参加者（0.001％未満）には、乳糖を含まない

選択肢が提供された。バター、クリーム、アイ

スクリームは、カルシウムやたんぱく質をあまり

含まないため、提供されなかった。すべての

施設では、食品をその場所で調理して提供し

た。介入施設には給食栄養士を配置し、給食

スタッフがすべての食事とおやつで乳製品の

提供を増加するように支援した。乳製品を増

やすための方法には、料理レシピや飲料に液

状の牛乳の替りに粉乳を利用することも含め

た。ケーキやビスケットなどの栄養価の低い食

品の代わりに、乳製品を使ったデザートやス

ナックが、介入施設の入居者が表明した好み

に基づいて提供された。 

 

栄養状態の変化（数値は平均値） 

介入施設では、乳製品の摂取量が 1日 2.0

サービングから 3.5 サービングに増やされた。

追加の乳製品は牛乳 250 mlにチーズ 20 gま

たはヨーグルト 100 g を追加した量に相当し、

562 mg のカルシウムの供給を追加することで

1日当たり1142 ㎎のカルシウム摂取量を達成

し、12 gのたんぱく質の供給を追加することで

1日 69 g（1.1 g/kg体重）の摂取量を達成した。

対照施設では、乳製品摂取量は 1 日 2 サー

ビング未満にとどまり、カルシウム 700 mg とた

んぱく質 58 g（0.9 g/kg体重）を 1日当たり摂

取した。 

 

主要評価項目の測定基準 

主要評価項目は脆弱性骨折の発生率、副

次評価項目は転倒の発生率、総死亡率と体

組成の変化とした。 

 

結果 

27 の介入施設と 29 の対照施設のデータを

解析した。合計で324件の骨折（うち股関節骨

折は 135件）、4302件の転倒、1974件の死亡

が観察された。介入により、全ての骨折で
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33％（121対 203）、股関節骨折で 46％（42対

93）、転倒で 11％（1879 対 2423）の統計学的

に有意なリスク低下（発生率の低下）が認めら

れた。股関節骨折及び転倒の発生率の低下

は、それぞれ、5ヵ月及び 3ヵ月で統計学的に

有意であった。死亡率は変わらなかった（900

対 1074）。 

 

結論 

牛乳乳製品を利用してカルシウムとたんぱ

く質の摂取量を改善することは、高齢者施設

入居者に一般的に起きる転倒や骨折のリスク

を低減するために、容易に利用できる介入方

法である。 

 

日本人のカルシウム摂取状況と骨の健康

について 

牛乳乳製品と骨の健康に関しては、セミナ

ーの開催（*4）、ファクトブックの出版（*5）、ウ

ェブサイトでの情報提供などを通じて J ミルク

でも伝えてきた。 

日本でも介護が必要になった主な原因の 2

割を骨折・転倒、関節疾患が占めている。そ

の対策として成長期からの丈夫な骨づくりが

極めて重要であり、そのカギを握るのがカルシ

ウムであるが、日本人はカルシウム不足が言

われながら、食事から取るカルシウム量は

2000 年以降減少傾向にあり、今後の推移が

危惧されていることをファクトブック（*5）は述べ

ている。 

国によって食生活の様式は様々であり、食

事摂取基準もそれぞれで異なっているが、今

回のオーストラリアでの研究結果が意味する

重要な成果は、全ての国や地域に共通する、

高齢化に伴う筋骨格系の機能低下の状況下

でも、牛乳乳製品を利用した栄養改善によっ

て、高齢者の骨折リスクを低下させることが可

能であるというエビデンスが得られたということ

である。 

今回の研究結果を踏まえながら、高齢者も

含めた全ての世代であと一本、あと一杯の牛

乳を飲むなど（*4）で日本でも充分な牛乳乳

製品を食生活の中に取り入れ、その栄養価値

を人々の健康長寿に役立てていきたい。 
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（資料閲覧：2022年 2月 10日） 

（Ｊミルク 国際グループ 新 光一郎） 


